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平成20年度第2回理事会議事録
経費と支部活動補助費の金額を変更

した旨の説明がなされた。審議の結

果，原案通り予算案が承認された。

また長谷理事から研究部会の活動費

を増額する旨の提案がなされ，研究

部会活動費を上限５万円とすること

が了承された。

5．平成 20 年度活動計画について

（各委員長および各理事）

総会資料に基づいて，各委員長，委

員会等担当の各理事，各支部長から

平成 20 年度活動計画について説明が

なされた。その後，青木会長から各

委員会に委員会間の連携を強化して

ほしい旨の要請がなされた。最後に

青木会長より，平成 20 年度活動計画

の追加や変更がある場合は，5 月 31

日 ( 土 ) までに本部事務局に連絡す

るよう要請がなされた。

6．平成 20 年度春季研究発表大会につ

いて

（井上大会実行委員長）

井上大会実行委員長より，平成 20 年

度春季研究発表大会の発表プログラ

ムやポスター発表の詳細，大会専用

バス時刻などについて説明がなされ

た。また詳細プログラムを近日中に

公開する旨の報告がなされた。

7．グッドプレゼンテーション賞選考要領に

ついて

（工藤概要集編集委員長）

工藤概要集編集委員長より，第 55

回研究発表大会グッドプレゼンテー

ション賞の選考要領案が示され，資

料に基づいて説明がなされた。山中

理事と古屋理事より，審査方法につ

いて意見が出されたが，審議の結果，

選考要領案が原案通り承認された。

8．平成 20 年度秋季企画大会について

（青木会長）

青木会長より，平成 20 年度秋季企画

大会に開催地の案が示され，古屋研

究推進委員会委員長と尾登企画委員

会総合企画委員長より詳細な説明が

日　　　時：平成 20 年 5 月 17 日 ( 土 )

	 　　15：00 ～ 17：15

場　　　所：拓殖大学　文京キャンパス

　　　　　　　（茗荷谷）　A館会議室

出　席　者：青木(弘)，蓮見，尾登，

青木 (幹 )，青木 (史 )，

伊豆，河原林，君島，工藤，

國本，久保，田村，長谷，

梨原，生田目，古屋，村上，

山中，井上，國澤，寺内，

小野

委任状出席：阿部，荒井，岡田，岡本，

勝浦，黒川，小林，坪郷，

野口，原田，降旗，松岡，

宮崎，渡辺

欠　席　者：五十嵐，杉山	

1．会長挨拶

青木会長より挨拶がなされた。

2. 平成20年度第1回理事会議事録の承認

（寺内本部副事務局長）

平成 20 年度第 1 回理事会の議事録案

が示され，原案通り承認された。

【審議事項】

3．平成19年度決算・監査報告

（國澤本部事務局長）

國澤本部事務局長より，平成 19 年度

の決算に際して監査を行った旨の報

告がなされ，資料に基づいて決算報

告がなされた。審議の結果，決算報

告が原案通り承認された。

4．平成 20 年度予算案

（國澤本部事務局長）

國澤本部事務局長より，平成 20 年度

の予算 ( 案 ) が示され，資料に基づ

いて説明がなされた。収入の部にお

いては，会費徴収率を向上させるこ

とによって前年度同様の収入が見込

まれる旨の説明があった。一方，支

出の部においては本部事務局経費や

印刷費，常設基金額，研究部会活動

なされた。審議の結果，平成 20 年度

秋季企画大会を，11 月１日 ( 土 ) に

東京芸術大学上野キャンパスで開催

することが承認された。

9．平成 21 年度春季研究発表大会につ

いて

（青木会長）

青木会長より，平成 21 年度春季研究

発表大会の開催地案が示され，國本

理事より詳細な説明がなされた。審

議の結果，平成 21 年度春季研究発表

大会を名古屋市立大学で開催するこ

とが承認された。

10.　会員の移動について

（小野本部事務局幹事）

本部事務局に提出された書類を回覧・

審議した結果，［入会20名 (うち外国

人４名)］，［退会８名，賛助会員１件］

が承認された。

【報告事項】

11．総会資料確認のお願い

（國澤本部事務局長）

國澤本部事務局長より，総会資料を

確認し，問題がある場合は 5 月 31 日

( 土 ) までに本部事務局に連絡する

よう要請がなされた。

12．DSU	 International	 Service	

Innovation	Design	Conference

（古屋研究推進委員会委員長）

古屋研究推進委員会委員長より，資

料 に 基 づ い て DSU	 International	

S e r v i c e 	 I n n o v a t i o n 	 D e s i g n	

Conference の紹介がなされた。

13．横幹連合理事会報告

（山中担当理事）

山中横幹連合担当理事より，5 月 14

日に開催された横断型基幹科学技術

研究団体連合理事会の報告がなされ

た。資料に基づき，2008年度の新体制，

新体制への 5 つの提案，第 2 回横幹

連合シンポジウム（平成 20 年 12 月

4日～ 5日，筑波大学東京キャンパス）

などについて説明がなされた。また
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平成 20 年度
春季研究発表大会報告

横幹連合から，学会に理事のほかに

担当委員を推薦することが要請され

ている旨の報告がなされた。

14．芸術学関連学会連合第 3 回シンポ

ジウム

（黒川担当理事 (代理 )

國澤本部事務局長）

黒川担当理事の代理として國澤本部

事務局長より，6 月 14 日 ( 土 ) に開

催される芸術学関連団体第 3 回シン

ポジウムの案内がなされた。

15.　時空環境学術会議

（尾登副会長）

尾登副会長より，時空環境学術会議

の紹介がなされた。

16.　次回理事会資料

（小野本部事務局幹事）

小野本部事務局幹事より，次回の理

事会資料を 6 月 23 日 ( 月 ) までに事

務局に提出するよう要請がなされた。

記録：寺内

平成 20	 年度の第 55	 回春季研究発

表大会は、平成 20	年 6	月 27	日（金）

から 29	日（日）まで東広島市の広島

国際大学で開催されました。今回のテー

マは、「心『こころ』とデザイン」で、

遠路にもかかわらず、会員を中心に約

400	名の参加がありました。

今回のテーマの主旨は、広島国際大

学が健康、医療、福祉、心理など人間

に関係する学科を中心に構成されてい

ること、その中で、開催学科の感性デ

ザイン学科が人間中心設計をテーマに

教育研究を行っていることから、今後、

デザインにおいて、より一層の人々の

心の研究とそのアプローチが求められ

ると考え設定しました。本大会でのオー

ガナイズドセッションの「サービスイ

ノベーションデザインの枠組み」と「次

世代のデザインプロモーションの課題」

は、モノからコト、特に生活者へのシ

フトについて討議があったことは、今

後の時代がこの方向を示していると考

えます。

大会初日には、広島大学大学院医歯

薬学総合研究科の杉山政則副薬学部長

による基調講演があり、世界的な競争

が激化している最先端のゲノム解析の

傍ら、「酒どころ広島から生まれたバイ

オサイエンス」と題しご講演がありま

した。その内容は、文部科学省・知的

クラスター創成事業のプロジェクト研

究のひとつとして採択され酒粕の有効

利用技術開発に関する研究テーマの中

で、酒粕中に乳酸菌の超増殖因子を発

見したことが契機となり、乳酸菌、特

に植物乳酸菌の基盤研究です。その応

用面での研究成果として、現在、酒粕

と植物乳酸菌を活用した新規ヨーグル

ト製造技術を開発し製品化されていま

す。

2	日目と3	日目には、前述の「サービ

スイノベーションデザインの枠組み」と

「次世代のデザインプロモーションの課

題」の他に、「ロボットがクルマに乗っ

た日・異分野コラボレーションによる価

値創造型研究開発のあり方」と題した研

究報告がありました。本報告の中で両社

は、2007年秋に開催された第 40回東京

モーターショーにおいて、日産が出展し

たコンセプトカー「PIVO2」に搭載した

「ロボティック・エージェント」の開発

プロセスを紹介するとともに、業種・専

門分野が異なる企業のメンバーがいかに

協調し、新しい価値創造を目指したのか、

その革新的な研究開発のあり方が紹介さ

れました。３つのセッションとも、会場

からも活発な質疑応答と討議がありまし

た。

口頭研究発表（151件）とポスター発

表（35件）では、情報デザイン・ＣＧ、

デザイン史、ファッション、グラフィッ

ク・タイポグラフィ、デザイン計画、景

観デザイン、デザイン教育、材料計画、

形態・構成、地域振興・地域研究、建築・

インテリア、インタフェース、ユニバー

サルデザイン、デザイン評価、感性工学、

デザインマネージメントの各分野にわ

たって会員の熱心な研究が発表され、会

場での熱心な質疑応答が続きました。

また、前回大会と同様に部会統括の発

表として、「デザイン科学の枠組みとそ

の応用」をはじめ11のテーマセッショ

ンによるディスカッションが設定され、

より専門的で突っ込んだ討議が行なわれ

ました。また、今回の開発事例展示には

マツダ株式会社の御協力により、クレイ

モデルやスタイルレンダリングなどデザ

イナーにとっても興味深い積極的な展示

が行なわれました。また企業提示には5

企業の参加をいただき、デザイン関連の

実演、展示を行なっていただきました。

なお、次の2件は直前の発表キャンセ

ルのため、正規の研究発表としての効力

を失います。お手元の概要集をご確認下

さい。

E17：建築 CAD 教育に関する基礎的研究

　その１（辻川ひとみ、吉住優子）

E16：建築 CAD 教育に関する基礎的研究

　その２（吉住優子、辻川ひとみ）

日程の第 1 日目の夕刻には JR 西条駅

前にある賀茂鶴酒蔵の施設と酒蔵と通

りの街並みを見学し、大いに広島にお

ける伝統文化について触れることがで

きました。2 日目の夜に行なわれた懇

親会には約 100 名近い参加者があり、

盛大に、交流を深めていただきました。

大会に参加された高橋靖先生と寺澤勉

先生に対して、名誉会員書が授与されま

した。

なお、本大会のグッドプレゼンテー

ション賞には、以下の研究発表が選ばれ、

大会閉会式において出席の受賞者に賞状

が授与されました（所属省略）。

○ A10：美感を考慮したいけばな作成

支援システム（萩原将文、猿渡潤一）

○ A17：医療領域における 3 次元解析

と光造形法を用いたプロダ	クトソ

リューションへのアプローチ（齊川

義則、國本桂史）

○ B07：意味の構造化プロセスに着目

したデザイン方法の提案（永井由佳

里、ゲオルギ　ゲオルギエフ）

○ B14：連想プロセスとしてのデザイ

ン創造の試行（欅田雄輝、永井由佳

里、田浦俊春）

○ C12：コンピューターによる子ども
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本部事務局

平成 20 年６月 27 日 ( 金 )，広島国

際大学東広島キャンパスにおいて，第

55 回総会が開催されました。司会進行

は國澤好衛本部事務局長が行いました。

司会から，出席者数は，会場出席者約

30 名，委任状出席者が 269 名 ( 定数

198 名 )，総会が成立することが報告さ

れました。

青木会長から，本年度は基本方針を

「会員に取ってよりメリットのある学

会」とし，具体的に 10 の基本施策を

あげ，会員に取っていろいろな意味で

メリットのある学会基盤を構築すべく，

活動を展開していきたいとの説明がな

されました。

議事は柳瀬徹夫会員(広島国際大学)

と平田圭子会員（広島工業大学 ) の二

人の議長団の司会で進行されました。

蓮見孝副会長から平成 19 年度の活動

報告があり，つづいて國澤本部事務局

長より平成 19 年度の決済報告がなさ

れ，それに対して原田昭監査から監査

報告がなされました。その後，会場か

らの質疑応答を経て議決の結果承認さ

れました。

尾登誠一副会長の平成 20 年度事業計

画の説明に続き，国澤本部事務局長か

ら平成 20 年度の予算案の説明があり，

質疑応答を経て議決されました。

今回，名誉会員となられた会員の方

は，朝倉重治会員 (62 号 )，栄久庵祥

二会員 (63 号 )，清水忠男会員 (64 号 )，

高橋靖会員 (65 号 )，寺澤勉会員 (66

号 )，永田喬会員 (67 号 )，吉田旺弘会

員 (68 号 ) の７名です。総会の詳細に

ついては，会報末に総会資料を掲載い

たしましたので，ご参照下さい。

青木弘行会長による

平成 20 年度活動方針説明

平成 20 年度総会報告

オーガナイズドセッション
「ロボットがクルマに乗った日」

広島大学	杉山政則副薬学部長による基調講演

の描画活動のためのインターフェイ

スデザイン研究（村上泰介）

○ C17：「砂場遊び」における幼稚園児

のふるまいに関する研究（植村朋弘）

○ D19：Exploration	 into	 New	 Grid	

Systems	 (Patternized	 Typography)

（Neda	Firfova）

○E06：薬の正しい服用指示デザイン（太

田幸夫）

○ G04：動体検知を用いたストレスコー

ピング・ツールの開発（瀬賀誠	一、

岡崎章、内藤茂幸、吉川佳孝）

○ P07：病院におけるノーマライゼー

ションの研究（田上知之介、金永、

細谷らら、蓮見孝）

本大会は、全国から企業デザイン関係

者、行政デザイン関係者、デザイン教育

関係者が多数参加され、今後のデザイン

の進むべき方向性について討議すること

ができました。本大会の大きな収穫と考

えます。

尾登誠一副会長による平成 20 年度活動計画

寺澤勉会員へ名誉会員証授与

高橋靖名誉会員からのご挨拶

柳瀬徹夫議長と平田圭子議長
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ＤＴＭ研究部会活動報告

主査　松岡由幸

平成 20 年 4 月 18 日 ( 金 )、慶應義塾

大学理工学部矢上キャンパスを会場と

して、日本デザイン学会	デザイン理論・

方法論研究部会（ＤＴＭ）の 2008 年度

活動：「車座の会：デザイン科学の枠組

み構築に向けて－デザイン理論・方法

論研究部会（ＤＴＭ）キックオフ会－」

が開催されました。本活動におきまし

ては、はじめに、ＤＴＭの前身である

デザイン方法論部会の主査を務められ

ました古屋繁先生より、ご挨拶および

ＤＴＭの今後の発展に向けたエールを

いただきました。つぎに、松岡より、

ＤＴＭの趣旨および今後の活動方針の

紹介が行われ、デザイン科学の枠組み

づくりとそれに基づくデザイン理論・

方法論の基盤構築に関する説明を行い

ました。また、本活動には、ＤＴＭの

アドバイザリーボードである森典彦先

生ならびに青木弘行先生にお越しいた

だき、デザインの核となる理論・方法

論の必要性、多様なデザインにまたが

る柱（理論・方法論）の必要性などを

述べていただきました。そして、外部

からは、経済産業省製造産業局	デザ

イン・人間生活システム政策室室長補

佐の諸永裕一氏他２名の方、ならびに

社団法人日本インダストリアルデザイ

ナー協会（JIDA）会長の浅香嵩氏にお

越しいただき、ＤＴＭの今後の活動へ

の期待を述べていただきました。さい

ごに、ご参加いただきましたデザイン

に関わる研究・教育者の方々（学芸大・

慶應大・拓殖大・千葉工大・筑波大・

長岡造形大・名古屋市立大・武蔵工大・

武蔵野美大・山口大）、実務者の方々（エ

クスカル・エンジニアスジャパン・大

倉冨美雄デザイン事務所・キヤノン電

子・共立出版・ジャストシステム・東

芝・東芝テック・日立インターメディッ

ク・日産・ホロンクリエイト・ムーブ・

レノボ）より、ＤＴＭに対する期待や

思いを述べていただき、学生を含む約

80 名の参加者による活発なディスカッ

森典彦先生による講演の様子

会場の様子

ションが行われました。今後は、ご提

示いただきました様々な意見をもとに、

ＤＴＭの活動方針を検討させていただ

く予定です。あいにくの悪天候のなか

本活動にご参加いただき、貴重なご意

見を賜りました皆様に、この場をかり

まして厚く御礼申し上げます。

青木弘行先生による講演の様子

第 56 回春季研究発表大会　開催地速報！

平成 21 年度第 56 回春季研究発表大会の開催地が決まりました。

　開催地：名古屋市立大学  http://www.nagoya-cu.ac.jp/

　日程：平成 21 年 6 月 26 日 ( 金 ) ～ 6 月 28 日 ( 日 ) の予定

＊上記日程は、あくまでも仮ですので，ご理解の程，よろしく
　お願いいたします。　

　詳細が決まりまり次第，随時お知らせさせて頂きます。　
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募集案内

平成 21 年度笹川科学

研究助成募集

　科学・技術研究の次代を担う人材育成

と，その研究を奨励して科学・技術研究

振興を図ることを目的として研究助成を

募集します。

◆応募部門

　・学術研究部門：

　　申請区分と研究対象領域：

　　　A：一般科学研究　B：海洋・船

　　　舶科学研究

　・実践研究部門

◆応募方法

　申請書：所定の書式を使用する。申

　請書は下記 URL よりダウンロードで

　きる。

◆応募期間：平成 20 年 10 月 1 日～

　10 月 15 日＜必着＞

　※趣旨，助成方針，募集対象者，研

　究計画と助成額，その他の申請条件

　等は下記 URL をご覧ください。

◆送付および問い合わせ先：

（財）日本科学協会笹川科学研究助成係

　〒 107-0052　東京都港区赤坂 1-2-2

　日本財団ビル 5F		

　TEL03-6229-5365		FAX03-6229-5369

　E-mail:ssrg-jss@silver.ocn.ne.jp

　URL:http://www.jss.or.jp

						　　		国際デザイン

　　			コンペティション 2008

　2008 年度の募集テーマを「地球生活」

とし，人類が生まれた，生活の基盤で

あるこの美しくかけがえのない生命体

である地球を，どうすれば次の世代へ

と引き継げるのか，今日我々が直面し

ているあらゆる環境負荷を生活の中で

如何に改善し，持続性のある豊かで快

適なライフスタイルへと誘う商品，シ

ステム，ビジネスモデルなどについて

独創的で多様な提案を募集します。

◆応募期間：平成20年 8月 4日～

　9月5日

◆応募方法：詳細は，下記の国際デザイ

　ンコンペティションサイトをご覧く

　ださい。

◆応募・問合せ先：国際デザインコン

　ペティション事務局（E-mail でお問

　合せください。電話による問合せに

　は応じられません。）

　〒 530-0001 大阪市北区梅田 1 丁目　

　3-1　大阪駅前第 1 ビル 8F　（財）国

　際デザイン交流協会

　FAX	06-6346-2615

		E-mail:compe2008@jdf-compe.com

		URL:http://www.jdf.or.jp/idc/

催し物

卒業設計日本一展 2008

◆会期：2008年8月21日(木)

　　　　　　～8月30日(土)

◆開館時間：午前11時～午後6時

　　　　　　　　（日曜・月曜日は休館）	

◆場所：ギャラリー・間

◆監修：監修：卒業設計日本一展実行

　委員会（阿部仁史 / 五十嵐太郎 / 小

　野田泰明 / 竹内昌義 / 槻橋修 / 中田

　千彦 /堀口徹 /本江正茂）

◆主催：ギャラリー・間

◆企画：ギャラリー・間運営委員会（安

　藤忠雄 / 川上元美 / 黒川雅之 / 杉本

　貴志）

◆後援：（社）東京建築士会 /（社）東

　京都建築士事務所協会 /（社）日本

　建築家協会関東信越支部 /（社）日

　本建築学会

◆特別協力：仙台建築都市学生会議　

　/せんだいメディアテーク

◆協賛：TOTO　
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献本御礼

◆寄贈図書

・漆百科，山本勝巳，丸善

・もうひとつのデザイン～その方法論

　を生命に学ぶ～，編著者：松岡由幸，

　著者：河口洋一郎 / 山中俊治 / 吉田

　和夫 / 村上周三 / 前野隆司 / 門内輝

　行，共立出版

・POV-Ray による 3 次元 CG 制作～モデ

　リングからアニメーションまで～，　

　鈴木広隆 / 倉田和夫 / 佐藤尚，CG-　

　ARTS 協会

◆機関誌

・たまびNEWS	Summer2008	No.50，多摩美

　術大学広報第50号

・くまもと観光コンベンションNEWS　　

　2008　SUMMER，（財）熊本国際観光コ

　ンベンション協会

◆予稿集・論文集・報告書

・多摩美術大学研究紀要第22号，多摩美

　術大学研究紀要委員会，2007

・北海道立工業技術センター業務報告　

　平成17年度，(財 )函館地域産業振興

　財団

・デザイン理論52，意匠学会

・京都・東山の森林風致のあり方に関

　する研究，高梨武彦，2008

◆平成 20 年度第 3回理事会承認

　2008.06.27

＜新入会＞

＊正会員　25 名（内，外国人 8名）

　岩松　里紗　　加藤　真弘

　河本　敬嗣　　小杉　ももこ

　北　真吾　　　齊川　義則

　斉藤　雅也　　佐賀　一郎

　瀬賀　誠一　　田中　法博

　藤田　知里　　宮入　麻紀子

　森井　啓太　　森野　晶人

　安田　光孝　　山下　敏男

　山中　洋雄　　趙　鏞吉

　金　相煕　　　李　夙曜

　趙　呟相　　　李　珍雨

　文　煕範　　　沈　辛勲

　Tai-Shen	Huang

＜退会＞

＊正会員　7名

　合川　通子　　有田　良児

　西堀　實　　　古川　貴雄

　松井　英明　　山崎　慶昭

　宮地　晶子

会員の移動 訃　報

　本学会名誉会員である，出原栄一先

生が，7 月 26 日（土），心不全にて 79

歳でお亡くなりになりました。出原先

生は，平成 2 年から平成 5 年まで副会

長を務められました。また，学会功労賞，

学会特別賞を受賞されるなど，本学会

には多大なるご貢献，ご尽力をいただ

きました。心よりご冥福をお祈りいた

します。
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平成 �0 年度　秋季企画大会　

平成 20 年度秋季企画大会を下記の通り，実施します。ふるってご参加ください。また，同時に「学生
プロポジション in 東京芸大・学生の構想力」を開催します。

■日時：11 月 1 日（土）10 時から
■場所：東京芸術大学・第 1講義室ならびにデザイン棟ウッドデッキと展示スペース
■テーマ：デザインから発想されたロボットたち（仮）
■大会趣旨
　現在，日本のロボット技術は急速な発展を遂げつつあります。この隆盛の背景には，『鉄腕アトム』
が牽引してきた「ロボットのあるべき姿」の共通イメージ（アトムパラダイム）があるといわれています。
このことは、空想世界の少年型ロボットが現実世界の技術開発の指標となり，開発をドライブしてき
たことを示唆しています。
　しかし，デザインについては，もっと多様なパラダイムがあってしかるべきと考えます。新しいロボッ
トのあり方を提示することこそ，デザイナの役割ではないでしょうか。そこで，本大会では「デザイ
ンから発想するロボットたち（仮）」をテーマに，アトムパラダイムをこえて自由に発想・現実化され
たロボットたちをかたわらに，議論を深め，新たなデザイン知の獲得を目指します。
■スケジュール
　　　　10：00 ～：第 1講義室
　　　　　　　学会行事：学会各賞授賞式
　　　　　　　講演
　　　　　　　　ロボットデザインについての新しい事例を，その発想の起点から実現までを紹介し，
　　　　　　　　新しいパラダイムの手がかりを探ります。
　　　　13：30 ～：デザイン棟：2階ウッドデッキと展示スペース
　　　　　　　①「ロボット自慢」：実演・展示
　　　　　　　　企業や大学，研究所などで実際に研究開発されている事例を実演展示します。
　　　　　　　　現在，デザイン系大学以外にも，東京大学・東工大・産総研などが出展を予定して
　　　　　　　　います。
　　　　　　　②参加者に感想をもらい，デザインの視点からロボットデザインについてまとめます。
　　　　　　　③懇親会

■詳細は， 随時， 学会ホームページ（http://www.jssd.jp/）とメールでご案内します。

☆学生プロポジション募集
　　　　テーマ：学生の構想力（昨年に引き続き）
　　　　場　所：デザイン棟・3階展示スペース

☆「ロボット自慢」募集
　　　　「ロボット自慢」では，授業・卒研・修論等での事例のなかで，実演・展示（モックアップ・
　　　　ビデオなど）可能なものを募集します。

☆詳細は，学会ホームページ（http://www.jssd.jp/）とメールでご案内します。
　ふるってご参加ください。

企画委員会　委員長　尾登誠一（東京芸大）
研究推進委員会　委員長　古屋繁（拓殖大学）
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デザイン シンポジウム �00�　

共催：日本デザイン学会（幹事学会），

　　　日本機械学会，日本設計工学会，日本建築学会，精密工学会，人工知能学会

協賛：International	Association	of	Societies	of	Design	Research，The	Design	Society，

　　　横断型基幹科学技術研究団体連合

開催日：2008 年 11 月 21 日 ( 金 )，22 日 ( 土 )

会場：慶應義塾大学	矢上キャンパス (最寄り駅：東急東横線日吉駅 )

趣旨：　20 世紀までのデザイン（ここでの”デザイン”は，工業デザイン・工学設計など，あらゆるデザインを含みます）は，

　　その対象や領域ごとに専門化と細分化を推し進め，それぞれが独自の手法や方法論を構築してきました．その結果，現在

　　の専門化・細分化された各デザイン間においては，共通となる基盤や土俵がないことに伴い，デザイン情報の共有や協調

　　の難しさといった新たな課題が生まれ，今日に至っています．

　　　一方，21 世紀のデザインは，深刻化する環境問題，一向に減少しない大規模事故など，自らが引き起こした多くの課

　　題に苦悶する事態となっており，専門化・細分化されたデザインは，これらの課題に対し，一丸となって取り組んでいく

　　必要があります．

　　　このような背景を受け，デザイン	シンポジウム 2008 では，共通の基盤となるデザイン科学が必要であるとの認識のも

　　とに，デザイン科学の枠組みの構築に向けた議論を行いたいと存じます．本シンポジウムでは，招待講演，一般講演，パ

　　ネルディスカッションを実施します．デザイン実務に携わる方々，様々なデザイン領域の教育者や研究者の方々など，多

　　数の皆様の積極的なご参加をお願い致します．

講演募集キーワード：（ここでの”デザイン”は，工業デザイン・工学設計など，あらゆるデザインを含みます）

　　(1)デザイン理論，(2)デザイン方法論，(3)デザイン方法，(4)デザイン実務，(5)デザインマネジメント，(6)デザイン知識，

　　(7) デザイン工学，(8) システムデザイン，(9) 最適デザイン，(10) 創発デザイン，(11) 発想法・創造技法，(12) 協調・

　　共創デザイン，(13) 複合領域デザイン，(14) サステナブルデザイン，(15) ユニバーサルデザイン，(16) ロバストデザイ

　　ン，(17) エコデザイン，(18) サービス工学，(19) 感性デザイン，(20) ユーザビリティ，(21) エルゴノミクスデザイン，(22)

　　インタラクティブデザイン，(23) プロダクトデザイン，(24) ファッションデザイン，(25) マテリアルデザイン，(26) 制

　　御系デザイン，(27) ロボットデザイン，(28) 医療福祉デザイン，(29) 都市・建築デザイン，(30) メディアデザイン，(31)

　　情報デザイン，(32) グラフィックデザイン，(33) 広告デザイン，(34) インターフェースデザイン，(35) カラーデザイン，

　　(36)CAD/CAM/CAE，(37)CG・VR，(38) 形態論・構成学，(39) デザインサーベイ，(40) デザイン哲学，(41) デザイン史，(42)

　　デザイン教育，(43) デザインと社会，(44) デザインと文化，(45) デザインと政策，など

日程：

　　《招待講演》　11 月 21 日（金）午後

　　　稲蔭	正彦	氏（慶應義塾大学大学院	メディアデザイン研究科	委員長）

　　　　『メディアデザイン進化論』

　

　　　深澤	直人	氏（NAOTO	FUKASAWA	DESIGN	代表、プロダクトデザイナー）

　	　　『見えない関係を形にする』

　　《一般講演》　11 月 21 日（金）午前，22 日（土）午前・午後

　　《懇親会》　11 月 21 日（金）夜

　　※上記日程につきましては一部変更の可能性もございます。予めご了承ください。

発表申込要項：

　共催学会会員ではない方にもご発表いただけます．郵送または電子メールにて下記の発表申込宛先までお申込下さい．

　□郵送の場合

　A4 判の用紙に ｢デザイン	シンポジウム 2008 発表申込 ｣と題記し，(1) 題目，(2) 登壇者・連名者の氏名 (登壇者に＊印 )，

　共催学会員の方は学会名・会員資格，(3) 所属機関名・所在地，(4) 連絡先氏名・住所・電話番号・FAX 番号・電子メール
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　アドレス，(5) 該当する講演募集キーワードを記入の上，A4 判で 1頁 (図表等含む )の発表概要を同封してください．

　□電子メールの場合

　Subject 名を ｢デザイン	シンポジウム 2008 発表申込 ｣とし，上記 (1) ～ (5) を記載した電子メールに，上記発表概要の

　PDF ファイルを添付して下さい．

発表申込宛先：

　〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

　慶應義塾大学	大学院理工学研究科	総合デザイン工学専攻

　　デザイン	シンポジウム 2008 担当　青山	英樹

　Tel.	045-566-1722　／　e-mail:　hapyo_design@ina.sd.keio.ac.jp

発表申込期限：

　2008 年 8 月 4 日 ( 月 )

採択通知：

　デザイン	シンポジウム 2008 運営委員会にて発表内容を審査のうえ，2008 年 9 月上旬に通知いたします．

最終原稿：

　採択された発表は，デザイン	シンポジウム 2008 運営委員会の指定した書式に従い，原則として A4 判 4 枚（ただし偶数枚

　で最大 8枚まで可能）の最終原稿をご作成いただきます．

最終原稿提出先：

　〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

　慶應義塾大学	大学院理工学研究科	総合デザイン工学専攻

　　デザイン	シンポジウム 2008 担当　青山	英樹

　Tel.	045-566-1722　／　e-mail:　hapyo_design@ina.sd.keio.ac.jp

最終原稿提出期限：

　2008 年 10 月 17 日 ( 金 )

参加申込要項：

　参加される方は事前登録をお願いいたします（発表者の方も参加申込が必要です）．

　｢デザイン	シンポジウム 2008 参加申込 ｣と題記（電子メールの場合は Subject 名）し，(1) 氏名，(2) 所属学会名・会員資格，

　(3) 勤務先・所属部課名，(4) 連絡先所在地・電話番号・FAX 番号・電子メールアドレス，(5) 懇親会への出欠の有無を明記

　し，下記の参加申込宛先に電子メールまたは A4 判の用紙にて FAX，郵送でお申込み下さい．

※懇親会を開催する予定です．参加登録者（聴講のみの学生は除く）の懇親会参加費用は無料の予定です．

参加申込宛先：

　〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

　慶應義塾大学	大学院理工学研究科	総合デザイン工学専攻

　　デザイン	シンポジウム 2008 担当　青山	英樹

　Tel.	045-566-1722　／　e-mail:　sanka_design@ina.sd.keio.ac.jp

Web ページ：

　シンポジウムの最新情報は，順次，日本デザイン学会ホームページ(	http://www.jssd.jp/	)上に掲載しますのでご覧下さい．

問合せ先：

　〒 223-8522　神奈川県横浜市港北区日吉 3-14-1

　慶應義塾大学	大学院理工学研究科	総合デザイン工学専攻

　　松岡	由幸（デザイン	シンポジウム 2008 運営委員会委員長）

　Tel.	045-566-1519　／　FAX	045-566-1495　／　e-mail:　designjuku@mech.keio.ac.jp

共催学会員

非会員

論文集のみ

正会員 10,000 円
学生会員（登壇者）

学生会員（聴講のみ）
5,000 円

13,000 円

5,000 円

（論文集 1冊含む）

無料 （論文集なし）

（論文集 1冊含む）


	平成20 年度第2 回理事会議事録
	平成20 年度春季研究発表大会報告
	平成20 年度総会報告
	ＤＴＭ研究部会活動報告
	募集案内
	平成21 年度笹川科学研究助成募集
	国際デザイン　　 コンペティション2008

	催し物
	卒業設計日本一展2008

	献本御礼
	会員の移動
	訃　報
	平成20 年度　秋季企画大会
	デザイン シンポジウム2008
	第56 回春季研究発表大会　開催地速報！

